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はじめに

　紀伊半島は日本列島中央の太平洋岸に位置し，
潮岬を南端として，西側には紀伊水道とその南
方海域，東側には熊野灘がある．紀伊水道の南
方海域は黒潮の影響を直接受ける温暖な海域で
ある．この海域最大の内湾である田辺湾の沖に
は比較的広い大陸棚があり，さらにその沖合
は，大規模な海底谷が発達した海底斜面となっ
ている．一方，東側の熊野灘は西南日本南岸の
南海トラフに面する沿岸海域のうち，最も大陸
棚の幅が狭く，急峻な大陸斜面を持つ海域であ
る．水深約150 mの大陸棚外縁より深い大陸斜
面には，志摩海脚や志摩海丘など大小の海底地
形が発達している１）．このようにこれらの海域
は起伏に富んだ複雑な地形であり，海流の影響
の差異や底質の違いといった環境の多様性から，

高い生物多様性を持つ海域と考えられているが，
深海の底生生物相にはいまだ未知の部分が多い．
　2017年から熊野灘および紀伊半島西側の田辺
湾沖の深海底生動物相の解明を目的とした三重
大学練習船勢水丸の研究航海が実施されてい
る（航海代表者：木村妙子）．この研究航海は，
2009年から2016年までの海洋生態学実習の熊野
灘海域における底生動物調査で得られた分類学
的な成果をもとにしているが２－７），さらに幅
広い動物門の系統分類学や生態学の研究者が参
加し，自由生活性のマクロベントスだけでなく，
メイオベントスや寄生性種を対象とすることを
特色としている．2017年に実施したNo．1722航
海では熊野灘の水深113 mから1059 mの16定点，
2018年のNo．1803航海では熊野灘および紀伊半
島西側の田辺湾沖の水深80 mから821 mの11定
点において，ドレッジおよびビームトロール調
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　Preliminary results of the deep-sea faunal survey conducted from the TR/V Seisui-maru of Mie 
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査を行い，それぞれの航海について底生動物相
を報告した８），９）．これらの調査を通じて16動
物門が確認され，最も多様性が高い定点では１
か所に100種以上の動物が確認された．多毛類，
クマムシ類，ヒラムシ類，端脚類では未記載種
が発見され，新種として記載された10－13）．その
他にも採集例の非常に少ない珍無腸動物門をは
じめ多くの動物群で未記載種，日本初記録種お
よび海域初記録種が確認されている８），９）．また，
採集されるのが稀な寄生性等脚類についての形
態学的再記載および遺伝的知見の蓄積もされて
いる14）．さらにヤドカリ類と共生するヒメカラ
イソギンチャクが分泌する貝殻様構造の成分に
関する知見など，分類学的知見以外の成果も挙
げている15）．
　今回は2018年の研究航海と同様に，熊野灘お
よび紀伊半島西側の田辺湾沖の深海底生動物相
を明らかにするために，三重大学練習船勢水丸
のNo．1903研究航海において，ドレッジおよび
ビームトロール調査を行った．また，合わせて
丸稚ネットによる表層生物の調査も行った．調
査には，三重大学，北海道大学，東京大学，北
里大学，京都大学，鹿児島大学，琉球大学およ
び国立科学博物館，国立極地研究所，きしわだ
自然資料館に所属する幅広い動物門の系統分類
学や生態学の研究者20名が参加した．本稿では，
現時点で明らかになっている底生動物相を明ら
かにするとともに，各動物群に関するトピック
をまとめた．

試料と方法

　2019年４月22日から24日までの３日間に実
施したNo．1903研究航海において，熊野灘１地
点（St．1D）および紀伊水道南方海域（田辺湾
沖）２地点（St．2D，St．3B）の水深112 mから
775 mの計３地点で底生動物調査を行った（表
１，図１）．これらのうち，St．1D， 2Dにおい

ては，幅1.4 m，網長５ m，目合５ mmのドレッジ，
St．3Bにおいては，幅２ m，網長７ m，目合
５ mmのビームトロールを曳網距離185 mから
1482 mの範囲で曳網した．なお，ビームトロー
ルの網の内側には，小型ベントスの採集を目的
として目合0.45 mmのプランクトンネットを２
個取り付けた．採集された試料を目合0.5 mm，
１ mm，５ mm， 10 mmのふるいでふるった
後，ふるい上に残った試料から目視，あるいは
実体顕微鏡を用いて底生動物を抽出し，同定し
た．ドレッジとビームトロール（内ネット含む）
で得られた堆積物の一部を，目合0.2 mmと0.063 
mmのハンドネットを用いて洗い出し，メイオ
ベントスの抽出を行った．これらの調査に加え，
熊野灘１地点（St．1M，水深1358 m）において，
開口部直径130 cm，網長４ m，網の上部目合
２ mm，下部目合335 μmの丸稚ネットで表層
を20分間曳網し，同時に流れ藻を手網で採集し
た．なお，本航海は2019年４月22日から26日ま
での５日間が予定されていたが，荒天により３
日間に短縮された．

結果および考察

　本航海の調査を通じて，９動物門が確認され
た（表２）．このうち，３定点の底生動物調査
ではいずれも節足動物，棘皮動物，環形動物，
軟体動物，刺胞動物のマクロベントスが採集さ
れた．各定点からは７または８動物門が確認さ
れ，田辺湾沖の水深775 mから661 mの泥底の
St．3Bでは，現時点で最多の87種が確認された．
　メイオベントスでは，節足動物のタナイス類，
端脚類，クーマ類，等脚類，そしてセンチュウ
類が確認された．また自由生活性の生物の他に，
ウニ類と魚類に寄生するカイアシ類や共生性の
刺胞動物が認められた．丸稚ネットや手網によ
る調査では，浮遊性の貝類や稚魚類，カニ類が
確認された．各地点の各動物群について現時点
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での同定結果を表に示した（表３－表21）．ま
た代表的な動物群の種の画像を示した（図２－ 
図17）．
　下記に詳述されるように，本研究では甲殻類
や多毛類，棘皮動物，苔虫動物門，スナギンチャ
ク類，および魚類の未記載種や海域初記録種が
確認された．今後，本航海で得られた試料の検
討と種同定を進めることにより，確認種数はさ
らに増加し，両海域のより詳細な底生動物相が
明らかになると考えられる．
　以下に，棘皮動物門ヒトデ綱，クモヒトデ綱，
ナマコ綱，節足動物門カイアシ亜綱，タナイス
目，等脚目，十脚目，軟体動物門，環形動物門
多毛類，苔虫動物門，刺胞動物門，紐形動物門
に関する概要および注目すべき点を列記した．

棘皮動物門

ヒトデ綱（Asteroidea）　小林　格

　本航海では，St．3Bから４目６科７種のヒト
デが採集された（表３）．このうち，ケイマン
ヒトデ科 Caymanostellidae の発見は特筆に値
し，日本近海から２例目，熊野灘からは初の報
告となった．
　ケイマンヒトデ科は扁平な体と短い腕をもち，
深海底に沈んだ材木に棲むと考えられているユ
ニークなヒトデである16）．ケイマンヒトデ科に
は現在２属６種が含まれるが17），日本近海から
は，ベリアエフヒトデ属 Belyaevostella Rowe, 
1989の１種であるヒュウガケイマンヒトデ 
Belyaevostella hyugaensis Fujita, Stampanato 
& Jangoux, 1994が知られるのみである．また，
ヒュウガケイマンヒトデは，日向灘の水深1650 
mから採集された１個体に基づいて1994年に記
載されたが18），その後, 本種の採集報告は存在
しない．
　筆者は，本航海で採集されたケイマンヒトデ
科６個体について，予備的な観察を行った．そ
の結果，これらの標本の中には，形態で識別で

きる２種が含まれていることが明らかになった
（図２－１，２）．このうち，Caymanostellidae 
sp．１（図２－１）は，生殖孔が第一上縁板を
穿つことはなく，腹側の間輻に見られる膜が微
小骨片を内包することから，恐らくベリアエフ
ヒトデ属と同定すべきと考えられる．
　現在，ケイマンヒトデ科の標本の詳細な観察
を進めており，今後，棘の数や形態や背板の配
置，上下の縁板の数など，分類に重要な形質を
慎重に記録し，未記載種の可能性を含めた検討
を行っていく必要がある．

クモヒトデ綱（Ophiuroidea）　岡西　政典

　本航海で採集されたクモヒトデ類の標本から
は，少なくとも16種が同定された（表４）．多
くが過去の勢水丸による航海（No．1722なら
びにNo．1803）で採集されたものであったが，
St．3Bよ り 採 集 さ れ たOphiozonella bispinosa 
Koehler, 1897は勢水丸航海調査における初記
録と思われる．また，St．3Bからは，No．1803
航 海 に 引 き 続 き，Asteronyx loveni Müller & 
Troschel, 1842が採集された．本種は日本の太
平洋側に広く分布するが，近年の分子系統解析
の結果から，熊野灘の個体群に未記載（亜）種
が含まれる可能性がある19）．今回得られた個体
の分子系統解析を行い，その分類学的な位置を
明確にする予定である．

ナマコ綱（Holothuroidea）　小川　晟人

　本航海で採集されたナマコ類標本は，全て
紀伊水道南部海域（St．2D，St．3B）から採集
され，４目４科５種が確認された（表５）．と
りわけSt．3Bではイカリナマコ科の未同定種
Labidoplax sp．が採集された．本属の種は北大
西洋および南太平洋からのみ知られ20），北太
平洋からの報告はこれまでにない．残念なが
ら，本航海の標本は頭部周辺の２個体の断片の
みであり，今後追加個体による詳細な記載の必
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要性が示された．またフツウワタゾコナマコ
Benthodytes sanguinolenta Théel, 1882は， 紀 伊
半島周辺からは1906年の米国水産調査船アルバ
トロス号北西太平洋航海21）以来の報告となっ
た（図２－３）．本種はインド洋，太平洋およ
び南極海から報告されてきたが，遺伝的に識別
される複数種を内包することが示唆されていた
22）．本航海の標本は遺伝的，形態学的に利用可
能状態で保存され，本種の分類を見直す上で貴
重な標本である．

節足動物門

カイアシ亜綱（Cyclopoida）　上野　大輔

　本航海中にはドレッジが２地点，ビームト
ロールが1地点において実施された．このうち，
St．1D（水深113－115 m）とSt．3B（水深646－
752 m）からは，他動物に共生や寄生するカイ
アシ類計２目４科４属４種を採集することがで
きたので以下に簡単に解説する（表７）．
　St．1Dにおいては角井博士（北海道大学）に
よって，底質の洗い出し残渣から１目２科２属
２種の管口目カイアシ類が採集された．この
うち１種については，特徴的な背板と付属肢
から，Artotrogidae科Neobradypontius属の１種
であり，同属他種との比較から本種は未記載種
と考えられる．また，同ステーションからは
Asterocheridae科の１種も得られているが，形
態評価にやや時間を要し，現在も同定作業を継
続中である．
　St．3Bでは，多数得られたウルトラブンブク
（棘皮動物門ウニ綱）から，Micropontiidae科
Micropontius属の１種が採集された．本属の既
知種はいずれも不正形ウニ類を宿主とし，全て
浅海域から発見されている．本種はそれらと異
なる形態的特徴を有し，未記載種であると考え
られる．また本種は， 2018年のNo．1803航海で
も近い地点で採集されたウルトラブンブクから
見つかっている．また，同ステーションで２個

体漁獲されたアナダラ（条鰭綱タラ目）の皮下
からは，カクレムシ科コブトリジイサン属の１
種が採集された（図３）．本属は本邦近海から
同一の宿主魚から採集された記録が無く，未記
載種の可能性も視野に入れ同定作業を継続中で
ある．
　本航海は海況の悪化から，No．1803航海を縮
小化したと言っても良い規模となったが，共生
および寄生性カイアシ類においては，上記の新
知見が得られた．当調査海域における無脊椎動
物相がほとんど明らかになっていない事実と，
調査航海の継続意義を強く示すものであると考
える．

タナイス目（Tanaidacea）　角井　敬知

　本航海で得られたサンプルには，少なくとも
11科17種が確認できた（表８）．St．1D（水深
113－115 m）からは色素のある個眼と橙色の
体色を有するApseudidae科の１種が得られた
（図４－１）．本科はこれまでに５種が日本近
海から報告されており23），うち２種が色素のあ
る個眼を有するが，いずれも白色の体色を呈す
るため24）（Kakui et al．2017；角井 未発表），本
種は少なくとも日本未報告種であると判断され
る．St．1Dのサンプルにはホソツメタナイス科
に属する複数種も含まれた．本科のタナイス類
は日本近海からこれまでに５種が報告される
が23），25），少なくとも１個体のオス（図４－２）
は，色素のある個眼を有することと鋏脚の特徴
により５種から区別されるため，日本未報告種
だと判断される．St．2D（水深609－635 m）で
得られたサンプルは，タナイス類を含むフク
ロエビ上目甲殻類の密度が非常に低かった．St．
3B（水深646－752 m）からはアシナガアプセ
ウデス科に属するPseudosphyrapus quintolongus 
Kakui, Kajihara and Mawatari, 2007と非常に
よく似た個体が得られた（図４－３）．予備的
な観察の結果，オスの鋏脚形態が原記載26）と
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異なる個体が含まれたため，今回得られた標
本の種実態については慎重に検討する必要が
ある．St．3Bのサンプルには深海性上科である
Neotanaoidea上科に属するNeotanais属の１種
も含まれていた（図４－４）．本属はこれまで
に日本近海から５種が報告されているが23），紀
伊半島周辺からの報告はなく，日本未報告種で
ある可能性が高い．

等脚目（Isopoda）　福地　順・下村　通誉

　本航海では11科12種が確認され，３種に
ついては種まで同定された（表10）．St．1D
で得られたオオツカムネトゲヒメミズムシ
Heterosignum ohtsukai Shimomura & Mawatari, 
2002のタイプ産地は屋久島沖であり，タイプ産
地では水深135 mの砂泥底から得られた．本航
海でも同程度の水深から得られたが，今回の採
集記録により，本種はこれまで知られていた分
布域よりもさらに北側にまで分布することが
分かった．St．1Dで採集されたニホンミジンミ
ズムシMunna japonica Shimomura & Mawatari, 
2001のタイプ産地は広島県向島の潮間帯であり，
本種は沖縄まで広く分布することが知られてい
る．
　St．1Dからは他にもシリジロモモブトスナホ
リムシNatatolana albicaudata（Stebbing, 1900）
とニセウオノエ科の１種Corallanidae gen. et 
sp. indet.が得られた．シリジロモモブトスナホ
リムシは，（１）背面に色素胞をもつ，（２）胸
脚の指節が長い，（３）第４－６胸脚の前節が
細長いといった特徴をもつ27）．日本産モモブト
スナホリムシ属は本種とヤマトスナホリムシ
N. japonensis（Richardson, 1904）の２種が知
られる28）．本航海で海綿動物門尋常海綿綱の１
種Demospongiae indet.の中から得られたニセ
ウオノエ科の１種の外部形態はニセウオノエ
Argathona japonica Shiino, 1961のものとよく一
致していた．しかし，正確に属と種を同定する

ためには，口器を含む付属肢の解剖が必要とな
るため，本報告では科までの同定にとどめた．

十脚目（Decapoda） 　成瀬　貫

　本航海より少なくとも11科12種の十脚甲殻類
が採集された（表11）．これらのうち特筆すべ
きは，St．3B（水深646－752 m）より得られた
ヨロイシンカイコシオリエビである（図６－１）．
本種はMacpherson（2007）により記載された
種で，インドネシア・カイ諸島，フィリピン，
ソロモン諸島，バヌアツなどから報告されて
いる29）．文献上，日本からは三宅（1982）によ
り大東島東方の九州パラオ海嶺よりMunidopsis 

rostrataとして記録されているのみであり，恐
らく本報告が国内から２例目となる30）．その他
にも，サイズが小さいために種同定に至らな
かったUroptychodes属の１種などの興味深い標
本が得られた．今後調査を重ねて追加標本を得
ることにより，より正確な種同定が可能になる
であろう．なお，これらの標本は琉球大学博物
館（風樹館）に収蔵した．

軟体動物門　木村 昭一・木村 妙子

　採集された試料のうち属位まで判明した軟体
動物の中で生きた個体が採集された種を主にリ
ストアップした（表13）．一部死殻試料しか得
られなかったが，貝殻の状態から判断して採集
海域に生息していると考えられ，かつ分布上注
目される種についてもリストアップした．
　図９に図示した貝類のうち以下の数種につい
ては分類学的または分布上の特筆すべき知見に
ついて簡単に記述する．

ホウシュエビス科

　Seguezia nipponica（Okutani, 1964）ヤマトホ
ウシュエビス（図９－１）
　死殻が１個体のみ採集された．遠州灘から
熊野灘の水深200－400 mでトロール漁業で採
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集される近似種Seguezia hosyu Habe, 1953ホウ
シュエビスと比べると螺塔が低く，臍穴が広く
明瞭に開く点で区別できる．本種はタイプ産地
の静岡県沖の遠州灘（水深620 m）以外での分
布記録はなく31），今回死殻のみの採集記録では
あるが，殻は半透明で，彫刻はよく保存され，
死後時間がさほど経過しておらず，本海域は本
種の2ヶ所目の生息海域と判断する．

ニホンクチキレエビス科

　Anatoma sp．ニッポンクチキレエビスの１種
　前報32）で殻と歯舌を図示した種と今回採集
された資料とは同種である．

スカシガイ科

　Tugali cf. scutellaris（Adams, 1852）コザルア
ワビ近似種（図９－２）
　殻内面の光沢も残された死後間もないと思わ
れる死殻が１個体採集された．本種は図示され
ることが少ない種であるが，タイプ標本（Higo 
et al., 2001）と近似する33）．Higo et al. （1999）
によると紀伊半島から九州南部，フィリピンの
潮間帯から水深20 mの岩礁に生息するとされ
ているが34），今回の採集水深や底質は一致せず，
浅海からの落ち込みによるものかもしれない．
コザルアワビとは生息域が異なる別種の可能性
もある．

ウラウズカニモリ科

　Orectospira babelica（Dall, 1907）ソビエウラ
ウズカニモリ（図９－３）
　前報32）でO. babelica（Dall, 1907）ソビエウラ
ウズカニモリとO. tectiformis（Watson, 1880）
トウカイウラウズカニモリの分類学的再検討を
行った．今回の調査でソビエウラウズカニモリ
の２個体生貝が採集された．今回採集された十
分に成長した成貝（図９－３a）は，前報で図
示した死殻標本と比較して，①著しく体層が肥

大し，殻幅が大きくなり，殻長に対する殻幅の
割合が大きい．②臍穴が大きく開口する．とい
う本種のトウカイウラウズカニモリとは異なる
特徴がさらによく現れている．
　一方，幼貝（図９－３b）が採集されたが，
十分に成長した個体と比べると，本種の特徴が
顕著ではないが，螺層がずれずに巻き，螺層の
周辺角上の鋸歯状の突起が細かく間隔も密であ
り，臍穴が明確に開く特徴などから明確に本種
と同定できる．正確に本種と同定された幼貝が
図示されるのは初めてである．

シンカイハズレイトカケ科

　Papuliscala japonica（Okutani, 1964）ソウヨ
ウイトカケ（図９－４）
　生貝が１個体採集されたが，科の特徴を表す
とされる原殻（殻頂部）が欠損しており，また
軟体部から歯舌を見つけることができなかった．
遠州灘から九州の水深620－760 mに分布する
とされ35），今回の海域も含まれ特筆すべき事は
ないが，本種の採集報告は少ないので図示して
報告する．

ガクフボラ科

　Saotomea sp．フカミヒタチオビ（図９－６）
　本種は前報32）で新称された種で，今回も２
個体生貝が採集され，前報の個体と同様殻口
外唇は肥厚していない（図９－６a，c）．２個体
ともに雄で，触角より大きな陰茎が発達してい
る（図９－６b）ので，成熟個体と判断される．
やはりフカミヒタチオビは，Saotomea delicata

（Fulton, 1940）サオトメヒタチオビ（Saotomea 

delicata（Fulton, 1940）typeβヒナヒタチオビ
を含める）と比べて殻口肩部の張り出しがなく，
外縁部が肥厚することもない．この特徴は未成
熟個体のためではなく，種としての特徴と判断
される．
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クダタマガイ科

　Cylichnium antillarioides（Schepman, 1913）
ズングリクダタマガイ（図９－７）
　本種は死殻２個体が採集された．殻皮はかろ
うじて残されていたが，殻表の彫刻はかなり摩
耗しており，死後かなり時間を経た死殻と考
えられる．勢水丸の調査で熊野灘の水深600－
1000 mでも死殻が採集されているが，今回と
同様，古い死殻のみで，生貝が採集されたこと
はない．学名のタイプ標本は未見であるが，シ
ノニムとされるC. matsumotoi（Habe, 1956）の
タイプ標本（殻長20.2 mm；Higo et al., 2001）
と殻の特徴は一致する．C. matsumotoiのタイプ
産地は尾鷲沖の熊野灘（水深120 m）である34）．
勢水丸の調査で採集されている熊野灘産，今回
の標本ともに殻長25 mmを越える．

ワタゾコツキヒ科

　Propeamussium siratama（Ōyama, 1951）シラ
タマツキヒ（図９ － ９）
　St．2D，St．3Bともに優占種であった．内肋
は８本で，左殻（図９－９上側）には殻頂部に
弱い放射があるが，両殻とも半透明で白く明瞭
な内肋が外から見える．速水（2017）では，房
総半島から九州の水深100－300 mの泥底に生
息するとされているが36），遠州灘から熊野灘，
紀伊水道南沖で操業されているトロール漁業，
勢水丸による調査から得られた本種の主生息水
深は500－1000 mである．

環形動物門

多毛類（Polychaetes）　自見　直人

　環形動物はどの地点においても採集された
（表15）．特によく見られたのがタケフシゴカ
イ科であり，本科は深海の砂泥底に普通である．
　本航海では未記載および詳細な検討が必要
な，分類学的に重要な種がいくつか採集された．
例えばボウセキウロコムシ科のAcoetes sp. がSt．

3Bにおいて採集されているが，本種の持つ形
態形質は既知日本産種Acoetes jogasimae（Izuka, 
1912）とは一致せず，さらなる詳細な観察が必
要である37），38）．他にもノラリウロコムシ科の
Euthalenessa sp．がSt．2Dにおいて採集されてい
るが，これも日本産既知種とは一致しないため
詳細な検討が必要である39）．
　イソメ科のEunice sp.（図10）はスゴカイイ
ソメ科が作るような，落ち葉等を撚り合わせた
棲管に住んでいた．本種はEunice gracilicirrata

（Treadwell, 1922）に形態的に類似するが，
鰓および下顎の形態によって区別される．本種
が未記載種かどうかはさらなる検討が必要であ
る．

苔虫動物門　広瀬　雅人・山口　悠

　コケムシの仲間はSt．1DおよびSt．2Dにおけ
るドレッジ調査であわせて21種が得られた（表
16，図11，12）．このうちヒラエダコケムシとイ
イジマコケムシの２種は，今回コケムシが得ら
れた両地点で得られた（図12－１，５）．これ
ら２種はともに柔軟な起立性の群体を形成する
もので，カイメンなど他動物の体表や海底に固
着，起立していたものと考えられる．今回得ら
れたコケムシのうち，イチモンジコケムシ近
似種，ナガバイタコケムシ，ヒラエダコケム
シ，トゲコケムシ近似種，サガミウスバコケム
シ近似種，ヒロツノマタコケムシ，イイジマコ
ケムシ，Myriapora属の一種，トガリバコブコ
ケムシ，ベニアミコケムシ，ヤジリアミコケム
シ近似種の11種は，先行研究において紀伊半島
沖から報告のある種もしくはその近似種であっ
た40），41）．このうちイチモンジコケムシ近似種
（図11－１）は，鳥頭体や卵室の形態でイチモ
ンジコケムシと酷似するが，本種は同じトゲイ
タコケムシ科の一種であるCallopora panhoplites

とその特徴が共通しており，分類の再検討が必
要な種である．また，サガミウスバコケムシ近
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似種（図12－３）は，群体の形態および円形の
鳥頭体を個虫間にもつ点でサガミウスバコケム
シの特徴と一致するが，すべての鳥頭体の向き
が傾斜し非対称である点などで異なり，今後詳
しい観察と検討が必要である．ヤジリアミコケ
ムシ近似種については，枝の細さや小型の楕円
形鳥頭体が群体背面を密に覆う点でヤジリアミ
コケムシと類似しているが，これらの特徴は
同属の別種においてもみられることから，今
後は小型の円形鳥頭体の形態や配置，さらに
卵室の形態を観察する必要がある．その他の
種としては，Arthropoma属の１種（Arthropoma 

harmelini）が本海域から初めて得られた（図
11－６）．本種はこれまでArthropoma ceciliiとし
て報告されてきた種であるが，虫室口の湾入部
の形態にもとづき近年別種として記載されたも
のである42）．そのため，先行研究において紀伊
半島沖よりA. ceciliiとして報告されていたもの
が本種であった可能性もある．また，本航海で
はサラコケムシ科の１種も得られたが，これま
で本海域からは数種のサラコケムシ科が報告さ
れており，今回得られたPatinella sp.もその中
のいずれかに該当する可能性がある．一方，ヨ
ロイコケムシ（図11－３），Calyptotheca属の３
種（図11－４，５），スナツブコケムシ科の１
種（図12－10），サンゴコケムシ科の１種（図
12－12）を含む残りの８種は，紀伊半島沖では
初報告である．これらの種の多くは，相模灘で
記載もしくは報告のある種であった．このうち
サンゴコケムシ科の１種に関しては，羽状の枝
と虫室口の棘からSpinihornera属であると同定
された．本属は現在Spinihornera spinigeraの１
種のみが知られているが，今回得られた群体は
枝の間隔や個虫の配置において明瞭な違いがみ
られることから，未記載種の可能性がある．紀
伊半島沖のコケムシ相については，Mawatari
（1952）による報告の後，まとまった報告がな
い41）．また，熊野灘のコケムシ相についてはほ

とんど知見がないことから，今後も調査を実施
することで，本海域のコケムシの多様性が明ら
かになると考えられる．

刺胞動物門

八放サンゴ亜綱（Octocorallia）　櫛田　優花

　本航海において，ウミトサカ目では少なくと
も４科５属，ウミエラ目では４科５属の八放サ
ンゴ類が採集された（表17，図13， 14）．ウミ
トサカ類はSt．1Dのみから採集され，ウミエラ
類はSt．2DおよびSt．3Bから採集された．特
筆すべき点として，紀伊半島沿岸ではこれま
でに７科９属のウミエラ類が報告されてきた
が８），43），44），45），本航海では，Protoptilum属，フ
タゴウミサボテンモドキ属のウミエラ類が新た
に確認された．

六放サンゴ亜綱スナギンチャク目（Zoantharia）

喜瀬　浩輝

　本航海では，St．1D（水深112－115 m）か
らヤツマタスナギンチャクEpizoanthus ramosus 
Carlgren, 1936およびセンナリスナギンチャク
科の１種Parazoanthidae sp.が得られた（表18）．
ヤツマタスナギンチャクは，相模湾および田辺
湾に分布することが知られている46），47）（図15－
１）．また，今回得られたセンナリスナギンチャ
ク科の１種は，ツノサンゴ類と共生していた（図
15－２）．ツノサンゴ類と共生するスナギンチャ
ク類は，これまでAntipathozoanthus属のみが確
認されていたが，今回採集された標本は，本属
の既知種のどれとも一致しなかったことから，
未記載種と同定された．

紐形動物門　波々伯部　夏美

　紐形動物門はこれまでに約1300種が報告さ
れており，潮間帯から深海に広く生息してい
る48）．
　本航海では，St．1DとSt．3Bの２地点で，
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２科４種の紐形動物が確認された（表19）．
St．1DではSiphonenteron cf. bilineatum（Renier, 
1804）が採集された（図16－１）．本属は，現在，
世界で２種のみが知られており，ドレッジによ
る採集では南シナ海沖の水深104－107mからも
確認されている49）．Siphonenteron属は熊野灘で
の初報告となった．そのほか，本地点では単針
類２種が採集された（図16－２，３）．St．3Bでは，
頭横溝をもつリネウス科の紐形動物１種が採集
された（図16 －４）．
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図１．No．1903航海における調査地点．
上図：熊野灘，下図：田辺湾沖．D：ドレッジ，B：ビームトロール，M：丸稚ネット，等深線は水深（m）．
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図２．No．1903航海で採集されたヒトデ類およびナマコ類の一部．
［1］ケイマンヒトデ科の１種 sp．1；［2］ケイマンヒトデ科の1種 sp．2；［3］フツウワタゾコナマコ

表１．調査地点情報
緯度 経度

調査地点 調査年月日 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり
St．1D 2019年４月22日 34. -゚11.1'N 34. -゚11.1'N 34. -゚11.1'N 34. -゚11.1'N 136. -゚43.3'E 136. -゚43.4'E 136. -゚43.4'E 136. -゚43.6'E
St．1M 2019年４月22日 33. -゚50.5'N － － 33. -゚50.4'N 136. -゚19.6'E － － 136. -゚19.3'E
St．2D 2019年４月23日 33. -゚34.3'N 33. -゚34.1'N 33. -゚34.0'N 33. -゚33.9'N 135. -゚15.4'E 135. -゚14.9'E 135. -゚14.8'E 135. -゚14.6'E
St．3B 2019年４月23日 33. -゚32.4'N 33. -゚32.7'N 33. -゚33.2'N 33. -゚33.6'N 135. -゚08.2'E 135. -゚07.2'E 135. -゚06.5'E 135. -゚05.8'E

表２．各調査地点の動物門別の出現種類数

St．1D St．1M St．2D St．3B
節 足 動 物 21 1 4 26
棘 皮 動 物 10 0 4 24
軟 体 動 物 8 5 7 14
環 形 動 物 6 0 6 13
苔 虫 動 物 19 0 4 0
刺 胞 動 物 9 0 2 6
脊 椎 動 物 1 5 0 3
紐 形 動 物 3 0 1 0
線 形 動 物 0 0 1 1
総 種 類 数 77 11 29 87
動 物 門 数 8 3 8 7

曳網距離はセットから巻き上げ開始までの距離を測定した．
水深（m）

調査地点 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり 曳網距離(m) 使用漁具 底質
St．1D 115 115 114 112 185 ドレッジ 砂礫
St．1M 1358 － － 1201 556 丸稚ネット －
St．2D 714 609 612 664 185 ドレッジ 泥
St．3B 775 752 694 661 1482 ビームトロール 泥

□

ロ

―

―

―

―
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図３．No．1903航海St．3Bで採集されたアナダラと寄生性カイアシ類．
［A］アナダラ頭部に寄生するコブトリジイサン属の１種（アローヘッドの示す部分）；［B］宿主魚皮下より取り出されたコブ
トリジイサン属の１種の雌成体，スケール：５mm.

図４．No．1903航海で採集されたタナイス類の一部．
［1］Apseudidae科の１種；［2］ホソツメタナイス科の１種；［3］Pseudosphyrapus  cf. quintolongus；［4］Neotanais属の１種．ス
ケール：0.5mm．（１－３，固定前；４，固定後）．
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図５．No．1903航海で採集された十脚類の一部．
［1］ソリハシヒメクダヒゲエビ；［2］オキヒオドシエビ；［3］アワトゲヒラタエビ；［4］Uroptychodes属の１種；［5］コシオ
リエビ属の１種；［6］ヒラツノコシオリエビ属の1種．
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図６．No．1903航海で採集された十脚類の一部．
［1］ヨロイシンカイコシオリエビ；［2］ヒメモガニ；［3］アシボソベニサンゴガニ；［4］オウギガニ科の1種；［5］オキナ
ガレガニ．
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図７．No．1903航海で採集されたヤドカリ類の一部．
［1］ヒメヨコバサミ属の１種；［2］ヒメヨコバサミ属の１種．スケール：５mm．

図８．No．1903航海で採集されたキセワタガイ類および浮遊性貝類の一部．
［1］キセワタガイ属の１種；［2］ウキヅノガイ；［3］トゲウキビシガイ；［4］ウキヅツガイ属の１種；［5］ヒラカメガイ属の１種；
［6］マサコカメガイ．
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図９．No．1903航海で採集された軟体動物の一部．
［1］ヤマトホウシュエビス；［2］コザルアワビ近似種；［3］ソビエウラウズカニモリ，a：成貝，b：幼貝；［4］ソウヨウ
イトカケ；［5］チヂワバイ；［6］フカミヒタチオビ，a，c：殻，b：aの軟体部，p：penis陰茎；［7］ズングリクダタマガイ；
［8］ヒラツノガイ；［9］シラタマツキヒ．

3a II 

、

d



─ 19 ─

図10．No．1903航海で採集された多毛類の一部．
Eunice  sp. 体前部．

図11．No．1903航海で採集された被覆性コケムシの一部．
［1］イチモンジコケムシ近似種；［2］ナガバイタコケムシ；［3］ヨロイコケムシ；［4］フタクチコケムシ近似種；［5］ミツ
バヒラコケムシ近似種；［6］Arthropoma属の一種．スケール：0.5mm．
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図12．No．1903航海で採集されたコケムシの一部．
［1］ヒラエダコケムシ；［2］トゲコケムシ近似種；［3］サガミウスバコケムシ近似種；［4］ヒロツノマタコケムシ；［5］イ
イジマコケムシ；［6］Myriapora属の１種；［7］トガリバコブコケムシ；［8］Schizoretepora属の１種；［9］ベニアミコケムシ；
［10］スナツブコケムシ科の１種；［11］サラコケムシ科の１種；［12］サンゴコケムシ科の１種．スケール：１cm（１，２，３，
５，８，12），１mm（４，６，７，９，10，11）．
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図13．No．1903航海で採集された刺胞動物の一部．
［１，２］角軸亜目の１種；［3，4］角軸亜目の１種；［5，6］イソハナビ属の１種；［7］ホンウミイチゴ属の１種?；［8］ハナ
ゴケ属の１種；［９，10］ハナノエダ属の１種；［11，12］Javania insignis；［13］フタゴウミサボテンモドキ属の１種；［14］
Protoptilum属の１種；［15］Deltocyathus属の１種；［16］Deltocyathus属の１種．（２，４，５，10，11，12，15，16，固定前）．
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図14．No．1903航海で採集された八放サンゴ類の一部．
［１，２］Distichoptilum属の１種；［3］コンボウウミサボテン属の１種；［４，５］Protoptilum属の１種；［６，７］フサウミサボテ
ン属の１種；［8］フサウミサボテン属の１種?．(１，２，４，６，８，固定前)．
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図15. No. 1903航海で採集されたスナギンチャク類の一部．
［1］ヤツマタスナギンチャク；［2］センナリスナギンチャク科の1種．

図16．No．1903航海で採集された紐形動物の一部．
［1］Siphonenteron  cf. bilineatum；［2, 3］単針類の1種；［4］リネウス科の1種．
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図17．No．1903航海で採集された魚類の一部．
［A］カタクチイワシ科の１種，KAUM－Ⅰ．129991，標準体長26.8mm；［B］ウスハダカ，KAUM－Ⅰ．129993，35.8mm；
［C］ハナソコダラ，KAUM－Ⅰ．129893，337.0mm；［D］カタダラ，KAUM－Ⅰ．129894，286.9mm；［E］トウヨウモモイ
タチウオ，KAUM－Ⅰ．129953， 42.7mm；［F］クスミアカフウリュウウオ，KAUM－Ⅰ．129952， 60.1mm；［G］サンマ，
KAUM－Ⅰ．129990，26.8mm；［H］カイワリ，KAUM－Ⅰ．129951，32.3mm；［Ｉ］ブリ，KAUM－Ⅰ．129896，30.1mm；
［Ｊ］ゲッコウスズメダイ，KAUM－Ⅰ．129891，24.7mm（KAUM：鹿児島大学総合研究博物舘収蔵標本，長さは標準体長）．
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表３．No．1903航海で確認された棘皮動物門ヒトデ綱リスト（同定者　小林　格）

表４．No．1903航海で確認された棘皮動物門クモヒトデ綱リスト（同定者　岡西　政典）

表５．No．1903航海で確認された棘皮動物門ナマコ綱リスト（同定者　小川　晟人）

表６．No．1903航海で確認された棘皮動物門ウミユリ綱リスト（同定者　Gregorius Altius Pratama）

表７．No．1903航海で確認された共生および寄生性の節足動物門甲殻亜門カイアシ亜綱リスト（同定者　上野　大輔）

Comatulida 

Comatulida 

Antedonidae 

Antedonidae 

Nanometra bowersj 

Antedonidae sp. 

オイバネヒメウミシダ

ヒメウミシダ科の1種

St. 1D 

St. 3B 

目 科 種 和名

Siphonostomatoida Artotrogidae Neobradyponaus sp. -

Siphonostomatoida Asterocheridae Asterocheridae gen. sp. -

Siphonostomatoida Micropontiidae Mkropontjus sp. 

採集地点備考

St. 1D 未記載種．底質から採集（角井博士採集）

St. 1D 底質から採集（角井博士採集）

St. 38 
未記載種ウルトラブンブクの体内部から
採集.1803航海でも採集．

Cyclopoida Philichthyidae Sarcotaces sp. コブトリジイサン属の1種 St.38 アナダラ皮下から採集．図 3-A,B 
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表８．No．1903航海で確認された節足動物門甲殻亜門タナイス目リスト（同定者　角井　敬知）

表９．No．1903航海で確認された節足動物門甲殻亜門端脚目及びクーマ目リスト（同定者　角井　敬知）

表10．No．1903航海で確認された節足動物門甲殻亜門等脚目リスト（同定者　福地　順・下村　通誉）

表11．No．1903航海で確認された節足動物門甲殻亜門十脚目リスト（同定者　成瀬　貫）

t-un困U(亡旦

三三；応い； 号勺}''.,

~r ・

Decapoda Galatheidae Galathea sp. コシオリエビ属の1種 St. 1D 図5-5 

Decapoda Galatheidae Phylladiorhynchus ikedai ヒラツノコシオリエビ属の1種 St. 1D 図5-6

Decapoda Epialtidae Pugettia minor ヒメモガニ St. lD 図6-2 

Decapoda Trapeziidae Quadrella coronata アシボソベニサンゴガニ St. ID 図6-3 

Decapoda Pilumnidae Pilumnidae sp. ケブカガニ科の1種 St. 1D 

Decapoda Xanthidae Xanthidae sp. オウギガニ科の1種 St. 1D 図6-4

Decapoda Grapsidae Planes major オキナガレガニ St. lM 図6-5 

Decapoda Oplophoridae Oplophorus spinosus オキヒオドシエビ St. 2D 図5-2 

Decapoda Solenoceridae Hymenopenaeus halli ソリハシヒメクダヒゲエビ St. 3B 図5-1 

Decapoda Glyphocrangonidae Glyphocrangon perplexa アワトゲヒラタエビ St. 3B 図5-3 

Decapoda Munidopsidae Galacantha subspinosa ヨロイシンカイコシオリエビ St. 3B 図6-1 
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表12．No．1903航海で確認された節足動物門ヤドカリ上科リスト（同定者　吉川　晟弘）

表13．No．1903航海で確認された軟体動物門リスト（同定者　木村　昭一・木村　妙子）

表14．No．1903航海で確認された軟体動物門キセワタガイ類および浮遊性貝類リスト（同定者　柏尾　翔）

~'.; 忍ぷ〗k疇□9危 ti贔：＂
戸

戸^ 臼［エ［且旦虞si土te・ ］んぶ只旱足互方土召％怜£戸§皮ii合笠亨互；只旦丘

し:avi沿inii」三 nc: ぷ古］ 亙:,,、D . 
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表16．No．1903航海で確認された苔虫動物門リスト（同定者　広瀬　雅人・山口　悠）

表15．No．1903航海で確認された環形動物門リスト（同定者　自見　直人）

Gymnolaemata 

Gymnolaemata 

Gymnolaemata 

Gymnolaemata 

Candidae 

Candidae 

Flustridae 

Savignyellidae 

TTT".'7 応f:い~ 唸 成二

忍窃炉 :. ; 三~) こL.万}.

Caberea lata 

Caberea cf. bursjfera 

Termjno.iustra cf. sagamjens応

Halysjsjs ijjmaj 

~;; 呼ふ二こ が口＂砂宵 ifllf 

ヒラエダコケムシ

トゲウスエダコケムシ近似種

サガミウスバコケムシ近似種

イイジマコケムシ

St. 2D 

St. 2D 

St. 2D 

St. 2D 

図12-3 
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表20．No．1903航海で確認された脊椎動物門硬骨魚綱リスト（同定者　藤原　恭司）

表17．No．1903航海で確認された刺胞動物門リスト（同定者　櫛田　優花）

表21．No．1903航海で確認された線虫動物門リスト（同定者　角井　敬知）

表18．No．1903航海で確認された刺胞動物門六放サンゴ亜綱スナギンチャク目リスト（同定者　喜瀬　浩輝）

表19．No．1903航海で確認された紐形動物門リスト（同定者　波々伯部　夏美）

~/r : 

；ヽ；青二

ス文.., 

ノ ✓-アンコウ

., .... 
ノ ✓-アカグツ

二

............... 
1./1し1Ul<'llC゚し110l1.>

Haガcmetusnj!Ler 

山し.JD 

クスミアカフウリュウウオ St. 3B 

三

/、、,.• ・. .,、, r., ぶ匁 r

＇「日叩、山示 7J→JuパソJdし総，凶1i G 

和歌山県からの初記録，図17-F 

門
Nematoda 
Nematoda 

目 科 種 和名 採集地点備考
センチュウ類の複数種 St. 2D 
センチュウ類の複数種 St. 3B 
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